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---------------------  防災訓練 2020  ---------------------- 

開催日     １１月 ２１日（土） 雨天決行 

時間      １０：００地震発生 （１１：００終了予定） 
災害対策本部  広岡交流センター 

--------------------------------------------------------------------------------------------- 

      コロナ禍の中でも地震は起こる可能性があります。 

大きな地震があって、不幸にも何かの下敷きになったり、家の中に閉じ込められてしまった時、

駆けつけた消防の人に、どこに、だれが、どうなっているかを正確に伝える為の安否確認は、私た

ちの一番はじめの重要な仕事と考えて下さい。安否確認のできた家は、昨年は 85,2％でした。こ

れを限りなく 100％に近づけるのが防災訓練の目標です。 

-----------------------------------------------------------------------------------------------

------------ 
１０：００ 地震発生 

 

自分や家族の身の安全を確保する その上で 

住民の皆様は 

１０：１５ までに黄色のハチマキを玄関近くの目立つところに結んでください。訓練に参加で

きない方は、事前にその旨班長にご連絡ください。防災メールを登録の方は、地震発生を知らせ

るメール（訓練）が送信されます。ご自身、ご家族の安否をそのメールで返信して下さい。防災

メールに登録していない方も、sntbosai_hq@sakurant.org 宛に直接、安否確認メールの題

名に「桜太郎・北５班、家族○名無事」とご記入のうえ送信ください。 

班長・サポーターさんは 

１０：１５ になりましたら、あらかじめお渡しする記録用紙を使って、班長は班内を、サポー

ターは担当のお宅を訪問し、黄色のハチマキで安否を確認して下さい。もしハチマキが出て

いない時には班長はドアホンを鳴らして、サポーターはドアホンで応答がない時はさらにド

アをノックして安否を確認してください。 

 その後、下記のどちらかの方法で １０：４５ までに本部へ報告して下さい。 

方法１：安否確認をメールアドレス（sntbosai_hq@sakurant.org）に送信してください。 

交流センターにお越しになる必要はありません。 

方法２：交流センター前に置かれた専用の箱に、記録用紙を入れてお帰りください。 

    マスクを着用し、なるべく人や物に接触せず短時間で終えるようにご協力 

    ください。                            

▶︎班長の都合がつかない場合は、基本的には前年度の班長に、その方もご都合の 

悪い時には前々年度の班長、又はどなたかに代行をお願いすることになっています。 

 

１１：００  訓練終了になります。ハチマキを片付けてくださって結構です。 

自主防防災員は   班長、サポーターの報告を集計し、桜ニュータウン全体の安全確認 

の結果を防災長に報告する。（マスク着用、手指消毒、3 密注意） 
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中央公園に防災井戸を （１）設置の目的・必要性 
 

災害時に必要となる飲用水や生活用水を桜ニュータウン全体で確保することが目的です。 

災害発生直後の３日間分の飲用水（一人９ℓ）や生活用水のことを考えて生活している人が増え

ていると思います。しかし家が傾く等大きな災害時には個人の備蓄も役に立たない時があります。

災害後の断水が長引く場合、つくば市の給水車（市全体で１台のみ）等が来るまでの間は街全体と

して共助によって水を確保する必要があります。このような場合に、街全体の水を防災井戸でまか

なおうという計画です。 

この桜ニュータウン周辺は清水久保と呼ばれているように、昔から湧き水で知られています。

井戸掘削業者さんによれば、この付近で井戸を深さ 50m も掘れば井戸水は間違いなく出る

とのことですが、深さ50m程度の井戸水が飲用水として使える可能性は低いとのことです。

そこで水質が飲用に適さない場合のために、ハンディタイプの小型浄水器を別途備えること

を検討しています。 

 

★「北 11 班のところの「給水施設」内の旧簡易水道用井戸を災害時に使えないか？」との声には？ 

１年ほどかけてつくば市水道総務課とそのための交渉を行ってきましたが、昨年春に結局使用

することが難しいことが判明しました。市は、災害用井戸整備の補助金（最大 50 万円）を出し

て、各自治会に防災井戸を掘らせる方針です。 

 

★「今まで通り、３軒の会員のお宅の井戸を使わせていただければいいのでは？」との声には？ 

これら３軒の方には、災害時の使用について、快く引き受けていただいております。しかし、

まずは自治会として防災井戸を掘り、それをみんなで使うことにし、それだけでは足りない場合

に、３軒の方の井戸も使わせていただくのが共助のあり方ではないかと考えております。 

 今後、（２）想定している井戸について、（３）つくば市の補助金、（４）初期経費と維
持について触れていく予定です。 

 

賞味期限切れ備蓄水の無料頒布のお知らせ 

 自主防災組織では災害時のため飲料水の備蓄を行っています。 

 ２年の賞味期間を過ぎた５００mｌペットボトル備蓄水（賞味期限５月末４８本、

９月末４８本）があります。利用希望の方は、必要本数と利用目的を中央７班市川

までご連絡下さい。連絡はメモか電話（８５７－６３８９）で１１月２９日（日）

までにお願いします。賞味期限を過ぎていますので、飲料水としての利用はお薦め

しません。希望本数合計が提供本数を超える場合は、先着順とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桜ニュータウンの防災員として、あなたを必要としています！ 

※防災員としてご協力をお願いします。協力いただける方は、下記宛にお名前と班名、メールアドレス（あれば）

をご連絡いただきますようお願いいたします。お待ちしています。（連絡先）副防災長 伹野恭一（中央 4班） 

副防災長 中澤哲夫（中央 1班）または 自主防災組織本部 sntbosai_hq@sakurant.org 

自分の命は自分で守る 我々の街桜ニュータウンは住民みんなで守る 

自主防災組織ホームページ http://sakurant.org/ 
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